
地球温暖化の危機：種の絶滅や脆弱な生態系の崩壊など、地球温暖化の進行が 

生物多様性に対して与える影響 
 

●高山、サンゴ礁、島嶼などの脆弱な生態系で、温度や海面の上昇による影響が大きいとみら

れる。 

●生物の分布の変化などが生じる可能性がある。 
 

地球温暖化による高山植物の減少          

木本植物の侵入によって、高山植物の生育範囲は急速に狭められている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：JBO、渡邊定元，2001：アポイ岳超塩基性岩フロラの 45 年間(1954－1999)の変化，地球環境研究，3，25-48． 

 

サンゴの白化 

沖縄県で最大のサンゴ礁面積を有する石西礁湖では、1998 年以降に深刻な白化現象の発生頻度が増加。
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サンゴの白化が起きた年

 

生物の分布の変化 

 

ナガサキアゲハの分布の拡大 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイワンウチワヤンマの分布の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミナミアオカメムシの分布の変化 
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出典：JBO、北原正彦，2008：チョウ

類の分布域拡大現象と地球温暖化，昆

虫と自然，43(4)，19-23 を改変. 

出典：JBO、青木典司，2000．記録

からみた国内におけるタイワンウチ

ワ ヤ ン マ の 分 布 拡 大 の 様 相 ．

TOMBO，XLII，47-50 を改変. 

注 1：気温 30.0℃を白化差引気温とし、30℃を  

超えた値の合計を白化気温指数と定義。 

注 2：1988 年も危険範囲にあるが、この年は 

オニヒトデの食害で気温の影響を受ける 

サンゴ自体がほとんどなかった。 

出典：Okamoto M, S Nojima and Y Furushima, 

2007: Temperature environments during coral 

bleaching events in Sekisei Lagoon, Bulletin of 

the Japanese Society of Fisheries 

Oceanography, 71 (2), 112-121. ほか．石西礁湖

におけるサンゴの白化と温度の関係 
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